
 

 
介護職員初任者研修課程カリキュラム表 

 

科(科目)名 内   容 実施計画 科目番号 

(1)職務の理解 

 

（６時間） 

 

①多様なサービスの理

解 

 

・介護保険サービス（居宅・施設） 

・介護保険外サービス（三木市・社協・その他） (1)－① 

②介護職の仕事内容や

働く現場の理解 

 

・居宅、施設の多様な働く現場における各仕事内容 

・見学での多様な働く現場における具体的イメージ 

居宅契約からの一連の流れと地域社会資源との連携 
(1)－② 

(2)介護におけ

る尊厳の保

持・自立支援 

 

（９時間） 

①人間と尊厳を支える

介護 

 

・人権と尊厳の保持・ＩＣＦ・ＱＯＬ 

・ノーマライゼーション・虐待防止・身体拘束禁止 

・個人の権利を守る制度の概要 
(2)－① 

②自立に向けた介護 

 

・自立支援 

・介護予防 (2)－② 

(3)介護の基本 

 

（６時間） 

①介護職の役割、専門性

と多職種との連携 

 

・介護環境の特徴の理解 

・介護の専門性 

・介護の関する職種 
(3)－① 

②介護職の職業倫理 

 

・職業倫理 

(3)－② 

③介護における安全の

確保とリスクマネジ

メント 

 

・介護における安全の確保 

・事故予防・安全対策 

・感染症対策 
(3)－③ 

④介護職の安全 

 

 

・介護職の心身の健康管理 

(3)－④ 

(4)介護・福祉

サービスの

理解と医療

との連携 

 

（９時間） 

①介護保険制度 

 

・介護保険制度創設の背景及び目的、動向 

・仕組みの基礎的理解 

・制度を支える財源、組織、団体の機能と役割 
(4)－① 

②医療との連携とリハ

ビリテーション 

 

・医療との連携とリハビリテーション 

(4)－② 

③障害者総合支援制度

およびその他制度 

 

・障害者福祉制度の理念 

・障害者総合支援制度の仕組みと基礎的理解 

・個人の権利を守る制度の概要 
(4)－③ 

(5)介護におけ

るコミュニ

ケーション

技術 

  

（６時間） 

①介護におけるコミュ

ニケーション 

・介護におけるコミュニケーションの意義、目的、役割 

・コミュニケーションの技法とその実際 

・状況に応じたコミュニケーション技術 
(5)－① 

②介護におけるチーム

のコミュニケーショ

ン 

 

・記録における情報の共有化と報告 

・コミュニケーションを促す環境 
(5)－② 

(6)老化の理解 

 

（６時間） 

①老化に伴うこころと

からだの変化と日常 

 

・老年期の発達と心身の変化の特徴 

・心身機能の変化と日常生活への影響 

 

 

(6)－① 
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②高齢者と健康 

 

・高齢者の疾病と生活上の留意点 

・高齢者に多い病気と日常生活上の留意点 (6)－② 

(7)認知症の理

解 

 

（６時間） 

 

①認知症を取り巻く状

況 

 

・認知症ケアの理念 

 (7)－① 

②医学的側面から見た

認知症の基礎と健康

管理 

 

・認知症の概念 

・認知症の原因疾患とその病態、ケアのポイント 

・健康管理 
(7)－② 

③認知症に伴うこころ

とからだの変化と日常

生活 

 

・認知症の生活障害、心理・行動の特徴 

・認知症の利用者への対応 

 
(7)－③ 

④家族への支援 

 

・事例から見る家族への支援 

(7)－④ 

(8)障害の理解 

  

（３時間） 

①障害の基礎的理解 

 

・障害の概念とＩＣＦ 

・障害者福祉の基本理念 (8)－① 

②障害の医学的側面、生

活障害、心理・行動の

特徴、かかわり支援等

の基礎的知識 

・身体障害 

・知的障害 

・精神障害 

・その他の心理の機能障害 

(8)－② 

③家族の心理、かかわり

支援の理解 

・事例から見る家族への支援 

(8)－③ 

(9)こころとか

らだのしく

みと生活支

援技術 

 

（75時間） 

【ア 基本知識の学習（10～13時間）】 

①介護の基本的な考え

方 

 

・倫理に基づく介護 

・法的根拠に基づく介護 (9)－① 

②介護に関するこころ

のしくみの基礎的理

解 

・学習と記憶の基礎知識 ・適応行動と阻害要因 

・感情と意欲の基礎知識 ・心の持ち方と行動 

・自己概念と生きがい  ・体の状態と心への影響 
(9)－② 

③介護に関するからだ

のしくみの基礎的理

解 

・人体各部の名称と動き ・骨、関節、筋の基礎知識 

・神経系の基礎知識   ・心と体を一体的に捉える 

・利用者の変化に気付く視点 
(9)－③ 

【イ 生活支援技術の講義・演習（50～55時間）】 

④生活と家事 

 

・家事と生活の理解 

・家事援助の基礎知識と生活支援 (9)－④ 

⑤快適な居住環境整備

と介護 

・快適な居住環境の基礎知識 

・福祉用具を含めた居住環境整備 (9)－⑤ 

⑥整容に関連したここ

ろとからだのしくみ

と自立に向けた介護 

・整容に関する基礎知識 

・整容の支援技術 (9)－⑥ 

⑦移動・移乗に関連した

こころとからだのし

くみと自立に向けた

介護 

・移動、移乗の基礎知識 

・多種の用具と活用法 

・負担の少ない支援方法 

・移動と社会参加の留意点と支援 

(9)－⑦ 
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⑧食事に関連したここ

ろとからだのしくみ

と自立に向けた介護 

・食事の基礎知識  ・用具、食器の活用方法 

・食事環境の整備  ・楽しい食事の阻害要因 

・食事と社会参加の留意点と支援 
(9)－⑧ 

⑨入浴、清潔保持に関連

したこころとからだ

のしくみと自立に向

けた介護 

・入浴、清潔保持の基礎知識 

・福祉用具の活用方法 

・楽しい入浴の阻害要因 
(9)－⑨ 

⑩排泄に関連したここ

ろとからだのしくみ

と自立に向けた介護 

・排泄の基礎知識 

・排泄環境整備と排泄用具 

・快適な排泄への理解と支援方法 
(9)－⑩ 

⑪睡眠に関連したここ

ろとからだのしくみ

と自立に向けた介護 

・睡眠に関する基礎知識 

・睡眠環境と用具の活用 

・快眠の理解と支援方法 
(9)－⑪ 

⑫死にゆく人に関連し

たこころとからだの

しくみと終末期介護 

・終末期に関する基礎知識 

・生から死への過程 

・死に向かい合う心の理解と支援 
(9)－⑫ 

【ウ 生活支援技術演習（10～12 時間）】 

⑬介護過程の基礎的理

解 

 

・介護過程の目的、意義、展開 

・介護過程とチームアプローチ (9)－⑬ 

⑭総合生活支援技術演

習 

 

・生活支援の流れの理解と技術の習得 

・心身状況に合わせた介護の視点を習得する 

・事例による展開から専門的技術を学ぶ 
(9)－⑭ 

(10)振り返り 

 

（４時間） 

①振り返り 

 

・研修で学んだことから継続して学ぶべきこと 

・根拠に基づく介護についての要点 (10)－① 

②就業への備えと研修

終了後における継続

的な研修 

・継続して学ぶべきこと 

 (10)－② 

 

※ 実施計画欄には、申請者が実施する研修内容を記載すること。 

※ 実習を行う場合は、「(9) こころとからだのしくみと生活支援技術」内の「ウ 生活

支援技術演習」内で、12 時間以内とする。 

※ 実習受入担当者による指導ではなく、研修担当講師による指導の一環として行われる

施設の見学は、「(1) 職務の理解」及び「(10) 振り返り」で行うことができる。 
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